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とっとりの医療
KLINIKOS（クリニコス）

『KLINIKOS（クリニコス）─とっとりの医療』は、
鳥取県で展開されている医療の魅力を、現役医師の皆さんの生の声で伝える広報誌です。
県内の医療機関ではどのような医師が活躍されているのか、どのような研修、チャレンジができるのか、
すばらしい先生方の取り組みや思いを特に若い医師や医学生に発信したいと考えて制作しました。

ギリシャ語の「klinikos」は英語／clinicの語源ともなった言葉で、患者に対する医療行為を意味し、
米語辞書の代名詞的存在であるウェブスター辞典では、
「臨床講義」や「臨床講義室」を指す言葉として紹介されています。

この冊子に紹介されている先生方や医療機関の取り組みに
興味を持たれた方は、ぜひ現場を見学してみてください。
願わくば、この冊子が鳥取県で研修、勤務いただくきっかけになれば幸いです。

鳥取県が舞台と言われている神話「因幡の白兎」で、傷ついた兎を救った
大国主命は、医療の神様とされています。

鳥取県福祉保健部医療政策課
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り
え
な
い
選
択
も
あ
え
て
す
る
、
気
概
に
あ

ふ
れ
た
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
用
い

る
患
者
数
は
年
に
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
う
え

に
管
理
経
費
が
診
療
報
酬
を
上
ま
わ
る
、
い

わ
ゆ
る
不
採
算
設
備
で
あ
る
高
圧
酸
素
療
法

の
設
備
が
今
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、
そ
の
好
例
で
す
。

　

当
院
が
提
供
で
き
な
い
医
療
が
あ
れ
ば
、

患
者
さ
ん
は
病
の
身
を
引
き
ず
っ
て
遠
方
に

出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
も

っ
と
も
恐
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
光
景
で

Top Interview

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
鳥
取
県

唯
一
の
大
学
病
院
で
あ
り
、
東
は
鳥
取
県
東

部
、
西
は
島
根
県
東
部
、
南
は
岡
山
県
北
部

ま
で
の
広
範
な
エ
リ
ア
を
医
療
圏
と
す
る
拠

点
病
院
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
山
陰

地
方
全
域
か
ら
重
篤
な
患
者
さ
ん
を
多
数
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
高
度
先
進
医
療
に
関
し

て
は
、
患
者
さ
ん
が
関
西
圏
、
関
東
圏
の
医

療
機
関
を
頼
る
必
要
の
な
い
よ
う
、
機
材
、

設
備
、
そ
し
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
歴
史
を
一
言
で
表

豊島 良太氏鳥取大学医学部附属病院長

山陰地方の
医療を担い、支えてきた誇りと
先進医療への自負を未来へ。

鳥
取
大
学
の
、地
域
医
療
を

一
身
に
担
っ
て
き
た

誇
り
と
責
任
感
の
歴
史

現
す
る
な
ら
、
1
8
9
3
年
に
前
身
と
な
る

鳥
取
県
立
病
院
米
子
支
部
病
院
が
開
設
さ
れ

て
以
来
、
地
域
の
医
療
を
一
身
に
担
っ
て
き

た
誇
り
と
責
任
感
の
歴
史
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
、
1
9
4
6
年
に
米
子
医
学
専

門
学
校
附
属
医
院
、
1
9
5
1
年
に
鳥
取
大

学
医
学
部
附
属
病
院
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
即
し
た
改
組
を
実
施
し
つ
つ
、
常
に
鳥
取

県
を
含
む
山
陰
地
方
の
地
域
住
民
の
方
々
に

安
心
で
安
全
な
、
加
え
て
、
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
医
療
を
提
供
す
る
病
院
で
あ
り
つ
づ

け
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
現
在

も
、
ま
っ
た
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
患
者
さ
ん
に
も
対
応
し
よ
う
と
、

経
営
上
、
目
先
の
収
支
の
み
を
考
え
れ
ば
あ

救
急
医
療
の
再
構
築
で
は

よ
り
盤
石
に
す
べ
く

意
欲
的
な
施
策
を
導
入

Ryota Teshima

トップインタビュー
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時
間
交
代
勤
務
制
を
構
築
。
山
陰
地
方
の
3

次
救
急
は
、
崩
壊
の
危
機
か
ら
脱
し
え
ま
し

た
。
救
急
医
療
体
制
の
再
構
築
に
際
し
て

は
、
常
に
外
科
系
医
師
と
内
科
系
医
師
が
ペ

ア
を
組
ん
で
当
直
に
入
る
シ
フ
ト
、
夜
間
オ

ン
コ
ー
ル
制
、
さ
ら
に
は
救
急
担
当
医
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
た
複
数
主
治
医
制
の
導

入
な
ど
、
単
な
る
再
建
で
は
な
く
、
よ
り
盤

石
な
体
制
と
す
べ
く
、
意
欲
的
な
施
策
を
多

く
導
入
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
安
心
と
安
全

を
守
る
意
味
で
、
要
と
な
る
の
は
、
や
は
り

救
急
医
療
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
全
体
か
ら
鳥
取
県
の
医
療
を
評
せ

ば
、
た
と
え
ば
2
0
0
8
年
12
月
現
在
の
統

計
で
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、

2
6
6
・
4
名
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
で
あ

る
2
1
2
・
9
人
を
大
き
く
上
ま
わ
り
、
都

道
府
県
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
6
位
に
位

置
し
ま
す
（
資
料
1
：
全
国
と
鳥
取
県
の
医

師
数
）。

　

で
す
が
、
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る

か
ら
と
安
心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
世
界

的
視
野
に
立
て
ば
、
O
E
C
D
先
進
10
ヵ
国

平
均
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
、
内

実
と
し
て
医
師
の
地
域
偏
在
（
資
料
2
：
鳥

取
県
内
の
医
師
数
の
状
況
）、
診
療
科
偏
在

が
あ
る
か
ら
で
す
。
不
足
は
、
小
児
科
、
産

す
。「
山
陰
地
方
で
は
、
当
院
が
医
療
の
最
後

の
砦
で
あ
る
」
と
の
覚
悟
は
、
経
営
陣
の
み

な
ら
ず
現
場
の
医
師
、
看
護
師
、
コ
・
メ
デ

ィ
カ
ル
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
で
き

て
お
り
、
大
い
に
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
自
称
し
て
は
う
ぬ
ぼ
れ
と

指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に

付
帯
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
含
め
て
引
き
受

け
て
い
る
こ
と
に
、
自
負
を
抱
い
て
い
る
の

で
す
。

　

2
0
0
9
年
3
月
、
そ
ん
な
当
院
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
起
き
た
、
セ
ン
タ

ー
長
を
筆
頭
に
半
数
以
上
が
辞
職
と
い
う
事

態
は
、
県
民
及
び
患
者
さ
ん
に
大
き
な
不
安

を
喚
起
し
、
慚
愧
（
ざ
ん
き
）
に
堪
え
な
い

出
来
事
で
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

の
結
果
、
国
立
病
院
機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ

ー
（
東
京
都
）
よ
り
、
当
学
O
B
で
も
あ
る

本
間
正
人
氏
を
新
セ
ン
タ
ー
長
に
迎
え
、
同

時
に
脆
弱
で
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
構
成
も
そ
れ

ま
で
の
倍
と
な
る
14
名
体
制
と
し
、
完
全
24

県
内
で
は
、20
代
医
師

働
き
盛
り
の
40
代
の

医
師
が
減
少
傾
向

資料1：全国と鳥取県の医師数（人口10万人当たり）

（2008年12月現在・医療施設従事医師数）

京
都
府

27
9.2

徳
島
県

東
京
都

高
知
県

福
岡
県

鳥
取
県

島
根
県

広
島
県

全
国
平
均

青
森
県

新
潟
県

千
葉
県

茨
城
県

27
7.6
27
7.4

27
1.7

26
8.2

26
6.4

24
8.4

22
7.4

21
2.9

17
4.4
17
4.4

16
1.0

15
3.7

260

220

180

140

100

単位：人

280

240

200

160

120

埼
玉
県

13
9.9
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婦
人
科
、
そ
し
て
特
に
救
急
科
に
お
い
て
深

刻
で
す
。

　

も
っ
と
細
か
く
年
齢
ご
と
の
医
師
数
の
推

移
を
見
て
い
く
と
、
若
手
と
呼
べ
る
20
代
医

師
、
さ
ら
に
は
、
働
き
盛
り
の
40
代
医
師
が

減
少
傾
向
を
示
し
（
資
料
3
：
鳥
取
県
の
医

師
数
の
推
移
）、
世
代
間
格
差
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
点
に
憂
慮
の
声
が
あ
が
っ
て
も
い
ま

す
。

　

ま
た
、
2
0
0
4
年
度
に
導
入
さ
れ
た
新

医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、
県
内
で
研
修

す
る
研
修
医
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
も
大
問

題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
当
院
に

は
2
つ
の
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
救
急
の
現
場
を
維
持
す
る
こ
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
と
お
り
の
努

力
を
継
続
し
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
医
師

養
成
の
場
と
し
て
魅
力
的
で
活
力
あ
る
病
院

づ
く
り
で
す
。

　

研
修
病
院
は
、
本
来
的
に
は
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
ぶ
り
で
研
修
医
か
ら
研
修
先
に

選
ば
れ
る
べ
き
。
当
院
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で

実
力
が
つ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
余
念
な

く
臨
ん
で
い
ま
す
が
、
病
院
は
研
修
医
に
と

っ
て
職
場
で
あ
る
の
も
、
ま
た
一
方
の
現
実

で
あ
り
、
労
働
環
境
整
備
が
遅
滞
す
れ
ば
、

せ
っ
か
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
色
あ

せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

当
院
で
は
、
2
0
0
9
年
度
、

労
働
環
境
整
備
の
側
面
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
導
入
し
、
研
修
医

給
与
の
見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
に
は
住
居
手
当
新

設
の
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
学
会

等
参
加
の
出
張
費
、
宿
泊
費
の
補

助
、
男
女
協
働
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
る
こ

と
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
医
療
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
鳥
取

県
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
を
有
す
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
一
般
に
日
本
海
沿
岸
地

域
は
冬
の
日
照
が
不
足
す
る
と
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
明
ら
か
に
誤
解
。
統
計
上
の
日

照
時
間
は
、
関
東
地
方
と
同
等
で
す
。
そ
の

う
え
、
海
が
近
く
山
も
近
い
地
形
か
ら
、
サ

マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

も
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
、
山
登
り
も
気
軽

に
楽
し
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
の
幸
、
山
の

幸
に
恵
ま
れ
、
旨
い
食
べ
も
の
が
盛
り
だ
く

さ
ん
（
笑
）。
オ
ン
と
オ
フ
に
メ
リ
ハ
リ
が

ほ
し
い
研
修
医
に
は
、
魅
力
的
な
条
件
が
そ

ろ
い
す
ぎ
る
ほ
ど
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
文
化
的
な
興
味
を
刺
激
し
て

労
働
環
境
整
備
の

側
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
導
入
予
定

医
療
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

伝
統
と
、先
進
医
療
を

広
く
情
報
発
信
し
て
い
く

止
ま
な
い
の
も
、
鳥
取
県
、
山
陰
地
方
の
特

色
。
何
し
ろ
、
神
話
で
日
本
発
祥
の
印
と
さ

れ
る
出
雲
大
社
が
あ
り
、
日
本
の
医
療
の
発

祥
と
指
摘
さ
れ
る
「
因
幡
の
白
兎
」
の
神
話

の
舞
台
は
鳥
取
県
な
の
で
す
か
ら
。
銅
矛
文

化
と
銅
剣
文
化
の
融
合
が
唯
一
、
確
認
さ
れ

て
い
る
荒
神
谷
遺
跡
な
ど
に
は
、
こ
の
地
域

の
歴
史
の
深
さ
に
ロ
マ
ン
を
感
ぜ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
と

し
て
明
ら
か
に
反
省
す
べ
き
と
自
覚
す
る
の

は
、
当
院
と
鳥
取
県
の
研
修
環
境
の
魅
力
を

広
く
発
信
す
る
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
点
で

す
。
歴
史
を
持
つ
ゆ
え
の
お
ご
り
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
な
ら
、
あ
え
て
反
論
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

　

明
治
年
間
以
来
の
伝
統
、
地
域
医
療
を
担

う
誇
り
、
そ
し
て
全
国
有
数
の
先
進
医
療
の

数
々
。
そ
れ
ら
の
事
実
に
気
づ
き
、
目
を
向

け
る
医
師
が
ひ
と
り
で
も
多
く
生
ま
れ
る
べ

く
、
今
後
、
広
報
活
動
に
も
大
い
に
注
力
し

て
い
き
ま
す
。

70
代

資料3：鳥取県の医師数の推移
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資料2：鳥取県内の医師数の状況
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この人に
注目

 Tadashi Kitahara

北
原 

佶
氏

鳥
取
県
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー　

療
育
支
援
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

小
児
神
経
学
を

学
ん
だ
地
／
鳥
取
に
、

療
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
留
ま
る
。

な
ん
と
幸
せ
な
、小
児
科
医
人
生
か
。

米
子
市
上
福
原
に
あ
る
鳥
取
県
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
冬
の
冷
た
さ
に
包
ま
れ
始
め
た
こ
ろ
、同
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
人
を
訪
ね
た
。

北
原
佶
氏
に
会
っ
て
、初
め
て
鳥
取
が
小
児
神
経
学
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
と
知
っ
た
。

　

北
原
氏
は
、
2
0
0
2
年
か
ら
（
当
時
、

鳥
取
県
立
皆
生
小
児
療
育
セ
ン
タ
ー
）

2
0
0
9
年
3
月
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
院
長
を

務
め
た
後
、
同
年
4
月
か
ら
県
内
の
療
育

（
小
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
統
括
す

る
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
た
。
彼

の
胸
に
は
、
子
ど
も
に
自
己
紹
介
す
る
か
の

よ
う
に
「
シ
ニ
デ
レ
（
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
略
）」
の
プ
レ
ー
ト
。
笑
顔
は
常
に
柔

ら
か
く
、
優
し
く
、
言
葉
選
び
は
丁
寧
で
前

向
き
。
こ
ち
ら
の
気
持
ち
も
自
然
に
和
ら
い

で
く
る
。

　

2
0
0
5
年
に
竣
工
し
た
本
セ
ン
タ
ー
は

肢
体
不
自
由
児
の
み
な
ら
ず
重
症
心
身
障
害

児
、
発
達
障
害
児
等
を
療
育
す
る
施
設
。
ま

た
、
小
児
期
に
限
ら
ず
生
涯
に
わ
た
っ
た
療

育
を
提
供
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
施

設
環
境
、
先
進
性
と
も
に
全
国
有
数
の
も
の

で
、
療
育
や
小
児
神
経
学
に
理
解
の
厚
い
鳥

取
県
の
医
療
行
政
、
福
祉
行
政
の
象
徴
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

鳥
取
県
が
全
国
に
誇
る
先
進
医
学
分
野
の

ひ
と
つ
に
小
児
神
経
学
が
あ
る
。
1
9
7
1

年
、
鳥
取
大
学
医
学
部
に
大
学
の
小
児
神
経

科
専
門
診
療
部
門
と
し
て
は
日
本
の
先
駆
け

と
な
る
脳
神
経
小
児
科
が
設
立
さ
れ
た
。
北

8



「医学モデル」と「生活モデル」の対比

広井良典：ケア学,p.37,医学書院,2000の表を一部改変

原
氏
は
、「
最
高
の
小
児
神
経
学
」
を
学
ぶ
た

め
、
関
東
か
ら
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
身
を
投
じ
た
若
者
だ
っ
た
。

　

当
時
、
小
児
神
経
学
に
取
り
組
む
大
学
は

鳥
取
大
学
だ
け
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
に
も
選
択
肢
は
あ
り
、
埼
玉
県
に

育
ち
、
千
葉
大
学
を
卒
業
し
た
私
に
と
っ
て

は
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
簡
単
な
選
択
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
同
じ
学
問
な
が
ら
、
東

京
と
鳥
取
で
は
明
ら
か
に
フ
ィ
ー
ル
ド
の
環

境
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
数
多
く

の
患
者
、
膨
大
な
症
例
の
も
と
治
療
と
研
究

が
進
む
。
一
方
、
鳥
取
の
小
児
神
経
学
は
、

ひ
と
り
の
患
者
を
長
期
間
じ
っ
く
り
と
診
ら

れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
。
小
児
神
経
学
を
学
ぶ
な

ら
ば
、
圧
倒
的
に
後
者
が
魅
力
的
で
し
た
。

　

鳥
取
県
で
は
小
児
神
経
科
医
の
役
割
へ
の

評
価
が
高
く
、
行
政
は
、
県
立
病
院
へ
の
小

児
神
経
科
医
の
配
置
、
東
部
、
中
部
、
西
部

（
県
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
）
の
療
育
園
の

整
備
に
積
極
的
で
、
2
0
0
5
年
に
は
県
立

の
病
院
と
施
設
に
合
計
8
つ
の
常
勤
職
を
設

け
た
。
高
い
評
価
は
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

鳥
取
大
学
に
は
毎
年
、
全
国
か
ら
小
児
神
経

学
を
学
ぶ
た
め
多
く
の
医
師
が
訪
れ
る
。

　

鳥
取
県
は
間
違
い
な
く
小
児
神
経
学
の
先

進
地
域
で
す
。
鳥
取
大
学
に
脳
神
経
小
児
科

を
つ
く
っ
た
有
馬
正
高
教
授
は
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
が
、
後
の
世
代
に
も
、
た
と
え
ば

「
5
歳
児
健
診
」
を
提
唱
し
た
同
大
学
の
小

枝
達
也
教
授
が
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
1
歳

6
ヵ
月
児
健
診
、
3
歳
児
健
診
が
普
及
し
て

い
ま
す
が
、
小
枝
先
生
は
発
達
障
害
の
早
期

対
応
に
は
5
歳
児
健
診
が
必
要
だ
と
提
唱
。

鳥
取
県
は
全
国
で
唯
一
、
県
下
全
域
で
5
歳

児
健
診
が
施
行
さ
れ
る
県
に
な
り
ま
し
た
。

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
舞
台
に
、

小
児
神
経
学
と
と
も
に
小
児
の
運
動
発
達
の

研
究
に
取
り
組
ん
だ
北
原
氏
の
興
味
の
中
心

は
、
や
が
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
医
療
に
育
ち
始
め
た
「
ケ
ア
」
の

視
点
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
医
学

の
粋
を
集
め
て
治
そ
う
と
す
る
努
力
も
尊
い

も
の
で
す
が
、
治
ら
な
い
場
合
に
は
、
い
か

に
病
を
受
け
入
れ
、
受
け
入
れ
た
生
活
を
い

か
に
充
実
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
視
点
が
欠
か

せ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら

「
生
活
モ
デ
ル
」
へ
の
発
想
の
転
換
で
す
。

目標

医学モデル

健康
（生理的正常状態の維持）

成長・発達
（遊び・行動の広がり）

主たる
ターゲット 疾患 子ども

家庭・地域社会病院・施設主たる
場所

チーム 医療従事者 いろいろな人

協力命令指示形式

対象の捉え方
（WHO）

医学モデル：
「病因 - 病理 -発現
（症状・徴候）」

生活モデル：
「機能障害 - 活動 - 参加」

生活モデル

生活の質の向上
（QOL）疾病の治癒、救命目的
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この人に
注目

 Tadashi Kitahara

　

自
ら
の
意
思
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

学
ぶ
た
め
に
東
北
大
学
病
院
へ
転
出
、
一
度

山
陰
に
戻
り
、
再
度
転
出
し
、
北
九
州
市
の

市
立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
副
所
長
に
就
任
。

後
に
所
長
と
な
っ
て
2
0
0
2
年
ま
で
の
計

12
年
を
同
地
で
過
ご
す
。

　

そ
の
間
、
北
原
氏
は
、「『
障
が
い
を
治
す

こ
と
を
目
指
す
リ
ハ
』
か
ら
『
障
が
い
を
受

け
入
れ
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

す
リ
ハ
』
へ
」
を
提
唱
す
る
、
療
育
・
小
児

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
と
な

っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
北
原
氏
に
と
っ
て
、
鳥
取
県
に
戻

り
、
最
先
端
の
療
育
を
か
た
ち
に
す
る
取
り

組
み
は
、
お
そ
ら
く
医
師
人
生
の
総
仕
上
げ

な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、「
明
日
の
た
め
に
今
日
を
我
慢
す
る
療

育
・
リ
ハ
」
で
は
な
く
「
明
日
を
拓
く
、
今

日
の
楽
し
み
の
療
育
・
リ
ハ
」
で
す
。
た
と

え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
訓
練
を
真
ん
中
に

置
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
約
束
の

時
間
に
来
て
も
ら
い
、
決
ま
っ
た
時
間
の
訓

練
を
こ
な
し
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
帰
っ
て
も
ら
っ
て
終
わ
り
。
私
た
ち

は
、
そ
こ
に
親
の
参
加
、
学
校
の
理
解
を
求

め
る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
見
出
し
、
可
能
と
判
断
す
れ
ば
訓
練
を
し

て
、
自
分
で
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
帰
宅
し

鳥取県立総合療育センターの
見学などのお問い合わせ先

〒683-0004
鳥取県米子市上福原7丁目13-3
TEL（代表）：0859-38-2155

鳥取県立総合療育センター

きたはら・ただし
卒業大学　千葉大学医学部
1970年　鳥取大学医学部附属病院
1972年　松江赤十字病院
1973年　鳥取大学医学部附属病院
1980年　東北大学医学部附属病院鳴子分院
1986年　松江整肢学園（肢体不自由児施設）
1990年　北九州市立総合療育センター
2002年　鳥取県立皆生小児療育センター院長（肢体不自由児施設）
2005年　鳥取県立総合療育センター院長（皆生小児療育センターから改名）
2006年　鳥取県立総合療育センター院長（肢体不自由児施設、重症心身障害児施設）

て
も
ら
う
。
緊
急
時
に
備
え
て
携
帯
電
話
が

使
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
努
力
を
重
ね
る

う
ち
、
鉄
道
会
社
も
積
極
的
に
協
力
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
ま

さ
に
、
療
育
な
の
で
す
。

　

北
原
氏
の
取
り
組
み
は
療
育
を
志
す
医
療

者
の
間
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
見
学
や
研

修
の
申
し
入
れ
が
、
全
国
か
ら
舞
い
込
ん
で

く
る
。

　

心
強
い
の
は
、
若
い
世
代
に
、
こ
の
分
野

へ
の
理
解
者
、
志
望
者
が
着
実
に
増
え
て
い

る
点
。
確
か
に
療
育
は
「
医
学
モ
デ
ル
」
で

は
な
く
「
生
活
モ
デ
ル
」。
完
治
、
寛
解
の
達

成
感
を
求
め
る
医
師
に
は
、
魅
力
は
見
つ
け

づ
ら
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
の

運
動
発
達
、
言
葉
の
発
達
な
ど
を
長
時
間
か

け
て
観
察
す
る
面
白
さ
は
、
ほ
か
で
は
味
わ

え
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
の
発
達
過
程
に
お
い
て
医
療
は

い
か
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か
」
は
、

き
わ
め
て
奥
が
深
く
、
研
究
の
可
能
性
に
あ

ふ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

　

壮
大
な
医
師
人
生
を
つ
づ
け
る
北
原
氏
。

半
生
を
振
り
返
り
、
満
足
げ
に
幸
運
な
出
会

い
へ
の
感
謝
に
満
ち
た
表
情
を
見
せ
た
。

　

学
問
分
野
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、
正

直
、
関
東
育
ち
の
私
に
と
っ
て
鳥
取
県
は

〝
日
本
の
果
て
〞
以
外
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い

土
地
で
し
た
（
笑
）。
し
か
し
、〝
日
本
の
果

て
〞
は
、
来
て
み
れ
ば
小
児
医
療
の
先
進
の

地
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
然
が
豊
か
で
住
み

や
す
く
、
人
情
味
い
っ
ぱ
い
の
地
だ
っ
た
。

も
う
離
れ
ら
れ
な
い
真
の
ふ
る
さ
と
に
な
り

ま
し
た
ね
。

　

小
児
神
経
学
と
療
育
と
鳥
取
│
│
幸
せ
な

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
半
生
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Profi le

鳥取県立総合療育センター内にはさまざ
まな絵も飾られている
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山
田 

七
子
氏

鳥
取
大
学
医
学
部
皮
膚
病
態
学
講
師

１
よ
り
も
10
、10
よ
り
も
1
0
0
と
、

経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
、

つ
づ
け
る
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Profi le
やまだ・ななこ
1992年 鳥取大学医学部医学科卒業
 鳥取大学医学部附属病院医員（研修医）
1994年 鳥取大学大学院医学系研究科博士課程入学
1998年 鳥取大学医学部皮膚科助手
1999年 松江赤十字病院医師
2000年 米国ボストン大学医学部リサーチフェロー 
2001年 鳥取大学医学部皮膚科助手
2004年 鳥取大学医学部皮膚病態学講師

鳥取で活躍する

女性医師
Nanako Yamada
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山
田
氏
は
、
自
ら
の
意
思
で
出
身
地
で
あ

る
鳥
取
で
の
医
療
を
選
ん
だ
。

 

「
大
学
に
進
学
す
る
時
点
で
、
別
の
大
学
に

進
む
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
。
県
外
に
出
て

み
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥

取
大
学
は
二
者
択
一
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と

し
て
常
に
自
分
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
に
は
愛
着
が
あ
り
ま
す

し
、
実
際
に
地
元
で
医
療
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
地
元
の
医
療
が
充
実
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
は
、
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し

た
」

　

進
路
を
決
め
た
際
、
何
が
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
か
、
自
分
を
見
つ
め
る
過
程
で
甦
っ

た
記
憶
が
あ
っ
た
と
い
う
。

 

「
我
が
家
の
か
か
り
つ
け
医
の
開
業
医
の
先

生
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
方
は
、
何
十
年
に
も
わ
た
り
地
域
の
医
療

を
支
え
て
お
ら
れ
、
家
族
の
病
気
を
親
身
に

診
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
が
医
者
に
な

っ
て
み
る
と
、
そ
の
あ
り
が
た
さ
が
、
さ
ら

に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

若
い
と
き
に
、
地
元
を
離
れ
る
と
い
う
選

択
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
が
、
年
齢
や
経
験
を
重
ね
て
地
元
に
帰
っ

て
こ
ら
れ
た
と
き
に
、
地
元
に
い
た
人
も
帰

っ
て
き
た
人
も
、
互
い
に
連
携
し
、
情
報
を

共
有
し
合
っ
て
、
よ
り
鳥
取
の
医
療
が
充
実

し
、
発
展
し
て
い
け
ば
良
い
で
す
ね
」

　

山
田
氏
の
鳥
取
大
学
の
医
局
入
局
は
、
今

か
ら
18
年
前
。
女
性
が
積
極
的
に
社
会
進
出

を
し
始
め
た
こ
ろ
で
、
時
代
は
、
明
ら
か
に

変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

 

「
医
局
で
は
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
記
憶
は
皆

無
で
す
。
男
女
の
分
け
隔
て
な
く
、
が
ん
ば

り
が
き
ち
ん
と
認
め
ら
れ
る
環
境
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
自
身
は
、
出
産
、

子
育
て
が
な
か
っ
た
の
で
、
女
性
の
抱
え
る

大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
な
く
、
こ
う

し
て
つ
づ
け
て
こ
ら
れ
た
部
分
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
」

　

現
在
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

は
、『
女
性
医
師
情
報
交
換
会
』
と
称
す
る
組

織
が
あ
る
。
山
田
氏
は
、
そ
の
代
表
を
務
め

て
い
る
。

 

「
こ
の
組
織
は
、
病
院
長
の
声
か
け
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
女
子
学
生
や
若
い
研
修
医
等

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
女
性
な
ら
で
は

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
で
す
。『
女
性

医
師
情
報
交
換
会
』
は
、
当
院
の
女
性
医
師

就
労
環
境
改
善
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
を
表
し

た
活
動
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
会
則
等
が
あ

る
わ
け
で
も
、
正
式
に
会
員
を
募
っ
て
い
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
医
師
向
け

の
講
演
会
等
の
情
報
提
供
、
女
性
医
師
の
要

望
や
意
見
を
吸
い
あ
げ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

地
道
な
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
」

鳥
取
の
医
療
を
選
ん
だ

動
機
は
幼
少
時
の

か
か
り
つ
け
医
の
記
憶

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

生
ま
れ
た

『
女
性
医
師
情
報
交
換
会
』
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鳥取で活躍する

女性医師
Nanako Yamada

　

ゆ
る
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
女
性
医
師
の

交
流
、
情
報
交
換
の
中
か
ら
意
義
の
大
き
な

提
案
も
生
ま
れ
て
い
る
。

 

「
出
産
、
育
児
を
経
験
し
、
職
場
に
復
帰
し

た
女
性
医
師
が
、
病
児
保
育
の
必
要
性
を
指

摘
し
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ

き
テ
ー
マ
を
ひ
と
つ
発
見
で
き
ま
し
た
。
実

際
に
ご
経
験
さ
れ
た
方
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
の
ご
意
見
は
、
本
当
に
貴
重
で
す
ね
。

　

こ
の
組
織
は
、
男
女
問
わ
ず
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
設
立
さ
れ
る
予
定
の

『
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
t
o
m
o
r
r
o
w
』
に
、
近

い
将
来
、
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
を
き
っ
か
け
に
、
院
内
の
、
女
性
の

た
め
の
環
境
整
備
や
働
き
方
の
提
言
な
ど
、

も
っ
と
目
に
見
え
る
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
」

 

「
医
師
と
い
う
仕
事
は
、
１
よ
り
も
10
、
10

よ
り
も
1
0
0
と
、
経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ

ど
、
そ
れ
が
、
仕
事
を
継
続
し
て
い
く
力
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

医
師
と
し
て
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み

上
げ
て
き
た
山
田
氏
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る

言
葉
は
、
強
い
説
得
力
を
も
っ
て
響
く
。

 

「
最
初
に
博
士
号
、
専
門
医
資
格
と
目
標
設

定
を
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
目
標
と
到
達
を

繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
根
本
的
に
は
医
師
と
い
う
職
業

経
験
を
積
む
こ
と
が

仕
事
を

つ
づ
け
る
力
に
な
る

に
は
ゴ
ー
ル
は
な
い
な
ぁ
と
日
々
実
感
し
て

い
ま
す
。
い
ま
だ
に
悩
み
な
が
ら
、
ま
た
、

教
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

研
修
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
教
室
の
若

い
医
師
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
自

分
も
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
逆
に
励
ま
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
あ
き
ら
め
て
し
ま

わ
な
い
こ
と
。
事
情
で
い
た
し
方
な
い
な
ら

ば
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
の

で
、
と
に
か
く
少
し
ず
つ
で
も
経
験
を
積
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
医
師
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
若

い
間
は
『
女
性
で
あ
る
こ
と
』
と
『
医
師
と

し
て
の
責
務
』
の
間
で
板
挟
み
に
な
り
、
悩

ん
だ
り
も
す
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
最

近
は
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
何
ご
と
に
関
し
て
も
、

『
あ
れ
も
、
こ
れ
も
』
手
に
入
れ
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
悩

む
こ
と
は
『
医
師
と
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
悩
み
な
が

ら
、
両
者
の
立
場
を
尊
重
し
、
う
ま
く
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
の
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
け
れ
ば
理
想
的
だ
と
思
い

ま
す
」
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鳥取県立中央病院
鳥取市江津に所在する鳥取県立中央病院は、

来年度、県下唯一の卒後研修医フルマッチを果たしている。
新制度発足後5年間で計40名の研修医がひとりの脱落者もなく羽ばたき、

しかも、ここ２年間では全員が山陰地方に残り
医療に取り組んでいるそうだ。

同院の研修の実際と魅力を臨床研修支援室長／内田博氏にうかがった。

貴
院
の
卒
後
研
修
に
は
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
ず
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
環
境
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
当
院
の
卒
後
研
修
は
、
自
治
医

科
大
学
1
期
生
が
卒
業
し
た
年
、
1
9
7
8

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
医
局
全
盛
の
時

代
に
、
医
局
に
属
さ
ず
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー

ト
す
る
医
師
の
姿
、
成
長
ぶ
り
を
全
職
員
が

そ
の
目
で
見
て
き
た
歴
史
が
、
文
化
を
つ
く

っ
て
い
る
の
で
す
。
当
院
で
は
、

研
修
医
を
労
働
力
と
見
る
者
な
ど

お
ら
ず
、
目
の
前
に
い
る
若
者
が

い
ず
れ
立
派
な
臨
床
医
に
な
る
イ

メ
ー
ジ
が
全
職
員
に
で
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
卒
後
研
修
に
関

し
て
の
協
力
体
制
、
応
援
体
制

は
、
精
神
的
な
部
分
も
含
め
て
万
全
だ
と
自

信
を
持
て
ま
す
。
7
年
目
以
降
の
指
導
医
の

84
％
（
2
0
0
9
年
実
績
）
が
指
導
医
講
習

会
に
参
加
し
て
い
る
の
も
「
万
全
」
を
示
す

ひ
と
つ
の
証
で
し
ょ
う
。

次
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

た
と
え
ば
、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
研
修
」
は
1

年
を
通
し
て
も
接
す
る
機
会
が
稀
な
手
技
な

ど
を
体
験
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。
ま
ず
、

気
管
切
開
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
と
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
研
修

を
受
け
る
意
味
で
、
耳
鼻
科
で
気
管
切
開
が

行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
研
修
医
に
連
絡
が
行

き
ま
す
。

創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

創
意
工
夫
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
当

院
の
卒
後
研
修
は
、
研
修
医
自
身
の
声
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
た
と
え
ば
2

年
目
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
基
本
的
に
2
年

生
全
員
が
集
ま
り
、
合
議
の
う
え
で
決
め
ら

れ
ま
す
。「
ひ
と
り
で
も
反
対
者
が
い
れ
ば
、

支
援
室
が
決
め
る
」
と
少
々
脅
か
し
た
の
で

当
院
の
卒
後
研
修
で
、

一目
で
は
見
抜
け
な
い

各
々
の
中
に
眠
っ
て
い
る
可
能
性
を

引
き
出
し
て
み
せ
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

臨
床
研
修
支
援
室
長

内
田 

博
氏

来たれ
研修医！

Q

Q

Q
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（
笑
）、
み
ん
な
が
真
剣
に
話
し
合
い
、
納
得

の
い
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
み
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
木
曜
日
朝
に
開
催
さ
れ
る
研

修
医
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
講
義
の
テ
ー
マ

選
び
を
研
修
医
に
任
せ
て
あ
り
ま
す
。
運
営

も
自
主
に
近
い
状
況
で
す
ね
。

　

現
状
に
満
足
し
て
立
ち
止
ま
っ
て
い
て
は

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
常
に
、
改
善
を
加

え
、
前
進
す
る
と
こ
ろ
が
当
院
の
卒
後
研
修

の
特
徴
で
す
。

研
修
の
雰
囲
気
、
研
修
医
の
気
風
な
ど

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

研
修
医
は
皆
、
自
主
的
で
能
動
的
で
元
気

者
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
当
院
と
、
こ
の
地

域
へ
の
愛
情
と
愛
着
が
、
と
て
も
強
い
。
1

年
目
の
新
人
研
修
医
が
、
見
学
の
医
学
生
に

「
こ
こ
の
研
修
は
、
お
す
す
め
」
と
自
然
に
勧

誘
し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

臨
床
研
修
支
援
室
長
と
し
て
、
先
生
が

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
私
も
含
め
た
指
導
医
が
研
修
医
に
発

す
る
言
葉
、
態
度
、
提
供
す
る
情
報
は
、
す

べ
て
彼
ら
の
血
と
な
り
肉
と
な
り
ま
す
。
何

を
ど
の
よ
う
な
表
現
で
伝
え
る
の
か
、
瞬

間
、
瞬
間
、
常
に
真
剣
勝
負
で
す
。

昨
今
は
、
研
修
医
も
含
め
た
勤
務
医
を

対
象
に
、
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
す
る

病
院
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
も
、
研
修
医
対
象
の
メ
ン
タ
ー
制

度
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
い
い
意
味
で
、

機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
研
修
医
が

皆
無
だ
か
ら
で
す
。
心
が
辛
く
な
り
始
め
た

研
修
医
が
い
る
と
、
自
己
申
告
の
前
に
同
僚

か
ら
の
報
告
が
私
の
も
と
に
届
き
ま
す
。
私

は
密
か
に
、「
た
れ
込
み
制
度
」
と
呼
ん
で
い

る
の
で
す
が
（
笑
）、
研
修
医
の
状
況
を
知
る

に
は
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
正
確
で
速
い
。

　

そ
ん
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
研
修
医
に
対

し
て
は
、
そ
っ
と
近
づ
き
「
楽
し
い
？
」
と

話
し
か
け
ま
す
。「
楽
し
い
で
す
」
と
返
っ
て

く
れ
ば
、
少
々
疲
れ
気
味
で
も
大
丈
夫
。
そ

う
で
な
い
場
合
は
深
刻
で
す
か
ら
、
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
話
を
聞
き
ま
す
。

貴
院
の
卒
後
研
修
の
成
果
を
ど
う
評
価

し
ま
す
か
？

　

新
制
度
下
5
年
間
の
計
40
名
の
卒
後
研
修

医
が
、
ひ
と
り
の
脱
落
者
も
な
く
羽
ば
た
い

て
い
っ
た
こ
と
。
彼
ら
の
多
く
が
、
山
陰
で

医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
で
す
が
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
出

せ
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

来
年
度
の
研
修
医
は
、
8
名
が
フ
ル
マ

ッ
チ
で
あ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

実
は
今
年
度
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が
半
分
に

し
か
い
た
ら
ず
、
臨
床
研
修
支
援
室
長
と
し

て
、
た
い
へ
ん
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
来

年
度
は
そ
う
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
心
を
引

き
締
め
、
打
ち
出
し
た
い
く
つ
か
の
方
策
が

実
を
結
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
方
策
と
は
？

　

も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
2
0
0
9

年
5
月
の
、
N
P
O
法
人
卒
後
臨
床
研
修
評

価
機
構
の
認
定
取
得
で
す
。
山
陰
地
方
で
は

初
、
全
国
で
65
番
目
の
認
定
取
得
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
失
敗
例
を
振
り
返
っ
た
結

果
、
私
た
ち
は
研
修
内
容
に
自
信
を
持
つ
あ

ま
り
、
少
々
慢
心
し
て
い
た
と
反
省
し
ま
し

た
。「
研
修
医
が
選
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
」
か

ら
「
情
報
発
信
を
含
め
、
研
修
医
が
選
び
た

く
な
る
病
院
に
し
よ
う
」
と
自
己
改
革
を
し

ま
し
た
。

2
0
0
9
年
12
月
、
臨
床
研
修
支
援
室

が
鳥
取
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

認
定
取
得
や
フ
ル
マ
ッ
チ
が
受
賞
理
由

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
表
彰
で
、
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
す
。
臨
床
研
修
支
援
室
は
、
研

修
医
に
良
質
な
研
修
を
提
供
す
る
の
が
役
割

で
、
決
し
て
医
師
確
保
の
た
め
に
存
在
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
を
果
た
す
た
め
の
活
動
を
手

が
け
た
結
果
、
医
師
確
保
に
貢
献
で
き
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
求
め
る
「
研
修
医
像
」
を
お

教
え
く
だ
さ
い
。

　

以
前
は
、「
協
調
性
の
あ
る
方
大
歓
迎
で

す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
当
院

を
希
望
す
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
。
医
師
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
協
調
性
の

み
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
研
修
医
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
個
性
を
伸
ば
し
な
が
ら
研
修
す

る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

Q Q

Q

QQQ

Q Q
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■
日
南
町
は
、
町
村
合
併
の
う
ね
り
の
中
、

合
併
せ
ず
単
独
で
歩
む
こ
と
を
選
ん
だ
町
。

現
在
、
約
6
0
0
0
人
の
町
民
の
う
ち
約
45

％
を
高
齢
者
が
占
め
る
。

　

医
療
の
最
前
線
に
立
つ
院
長
の
高
見
氏
は

日
南
病
院
を
「
地
域
づ
く
り
を
す
る
病
院
」

と
表
現
す
る
。

 

「
ま
る
で
、
有
史
以
来
そ
う
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
錯
覚
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
が
病

気
だ
け
を
診
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
つ
い

最
近
。
本
来
、
医
療
は
地
域
を
、
人
を
、
相

手
に
し
、
病
気
以
外
の
こ
と
が
ら
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
人
々
の
幸
せ
と
と
も
に
あ
る
も

の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
医
療
は
闘
い
で
あ
り
、
医

師
が
能
力
を
出
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、

医
療
が
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
む
と
い
う
意

味
で
総
力
戦
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
」

　

日
南
病
院
の
成
功
は
、
早
く
か
ら
行
政
当

局
と
町
民
が
総
力
戦
の
必
要
性
を
理
解
し
て

病
院
に
協
力
し
、
医
療
に
参
加
し
て
き
た
が

ゆ
え
。
町
に
過
疎
の
影
が
色
濃
く
な
っ
て
き

た
1
9
8
0
年
代
に
、
病
院
は
ほ
ぼ
現
在
の

ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
連
続
黒
字

の
始
ま
っ
た
時
期
と
も
一
致
す
る
。

■
「
実
は
、
私
は
1
9
8
5
年
に
大
学
（
鳥

取
大
学
）
か
ら
の
派
遣
で
、
1
年
だ
け
本
院

で
勤
務
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
病
院
の
総
力
戦
の
様
子
を
知
り
、
強
く
興

味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
派
遣
期
間
が
終
了
す

る
際
に
『
大
学
を
辞
め
た
ら
、
こ
こ
に
来
ま

す
』
と
言
い
残
し
、
い
っ
た
ん
町
を
離
れ
ま

し
た
が
、
宣
言
ど
お
り
戻
っ
て
き
ま
し
た
」

　

黒
字
経
営
の
秘
訣
に
つ
い
て
の
質
問
に
高

見
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

 

「
当
院
は
、
2
0
0
7
年
統
計
で
一
般
病
棟

の
在
院
日
数
が
12
·
8
日
。
大
き
な
急
性
期

病
院
と
肩
を
並
べ
る
短
さ
で
す
。
な
ぜ
、
そ

ん
な
こ
と
が
可
能
か
と
言
え
ば
、
日
南
病
院

で
は
寝
た
き
り
で
も
、
可
能
な
限
り
自
宅
で

過
ご
し
て
も
ら
う
か
ら
。
そ
し
て
、
介
護
者

が
〝
ぎ
り
ぎ
り
〞
に
な
っ
た
ら
、
い
つ
で
も

病
院
が
引
き
受
け
ま
す
。

　

そ
う
す
る
に
は
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
空
き

が
常
に
必
要
で
、
病
院
は
そ
の
努
力
を
怠
り

ま
せ
ん
。
必
要
と
あ
れ
ば
、
私
が
自
ら
患
者

さ
ん
に
〝
退
院
勧
告
〞
も
し
ま
す
。
病
院
の

ベ
ッ
ド
に
は
い
つ
で
も
空
き
が
あ
り
、『
い
ざ

と
な
れ
ば
病
院
が
引
き
受
け
て
く
れ
る
』
と

い
う
安
心
感
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
全
町
民
が

寝
た
き
り
の
引
き
受
け
を
な
ん
と
か
受
け
入

れ
て
く
れ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
の
総
力
戦
の
結
果
が
、
町
の
財
政
に
負
担

を
か
け
な
い
黒
字
経
営
に
結
び
つ
い
て
い
る

の
で
す
」

■
院
長
自
ら
救
急
車
を
兼
ね
た
病
院
車
の
助

手
席
に
座
り
、
日
課
で
あ
る
訪
問
診
療
に
出

日南病院
鳥取県に日南病院あり。1962年の開設以来、高齢・過疎化の進む日南町において

町民に支持される地域医療を展開する同院は、同時に、
自治体病院でありながら26年間（2008年度現在）黒字経営を維持し

全国から評価と敬意を寄せられていると聞いた。
病気だけでなく、患者だけでなく、町全体を診る「あたたかな医療」を、今は院長の高見徹氏が支える。

日南町国民健康保険

医
療
は
闘
い
で
あ
り
、総
力
戦
で
あ
る
べ
き
。

病 院 探 訪

院内に掲げられた病院のスローガン院長の高見徹氏
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せ
る
の
は
容
易
で
す
が
、
そ
の
逆
は
、
か
な

り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
行

う
こ
と
が
私
の
義
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
南
町
の
成
功
例
を
知
り
つ
つ
、
都
市
医
療

が
崩
壊
し
て
い
く
の
を
医
師
と
し
て
見
す
ご

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」　

■
来
る
べ
き
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
、

高
見
氏
の
使
命
感
は
大
き
い
。
病
院
に
研
修

医
を
受
け
入
れ
、
見
学
者
の
来
訪
を
い
と
わ

ず
、
休
日
も
休
ま
ず
自
ら
出
か
け
、
日
南
町

で
行
わ
れ
て
い
る
医
療
に
関
し
て
講
演
し
、

論
説
す
る
。

 

「
地
域
医
療
が
成
立
す
る
か
否
か
の
分
水
嶺

は
、
地
域
で
も
っ
と
も
大
き
な
病
院
の
、
勤

務
医
の
理
解
と
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
病
院
が
、
い
つ
で
も
ベ
ッ
ド
を
空
け
て

待
っ
て
い
る
体
制
が
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
医

療
、
在
宅
医
療
は
崩
壊
す
る
。
つ
ま
り
は
勤

務
医
が
頭
の
中
に
『
在
宅
医
療
を
病
院
の
ベ

ッ
ド
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
』
と
の
着
想
を

持
つ
か
ど
う
か
が
、
き
わ
め
て
大
事
。
地
域

医
療
に
関
心
の
な
い
医
師
に
も
地
域
医
療
へ

の
見
識
は
持
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
請
わ
れ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行

き
ま
す
し
、
見
学
の
医
師
も
大
歓
迎
で
す
」

向
く
。
患
者
の
容
体
を
そ
の
場
で
パ
ソ
コ
ン

に
打
ち
込
み
、
カ
ル
テ
を
更
新
し
、
次
の
診

療
日
を
決
定
し
て
、
さ
ら
に
、
次
の
訪
問
先

へ
。
近
年
の
病
院
全
体
の
訪
問
診
療
件
数
は

年
間
約
2
0
0
0
件
、
訪
問
看
護
は
年
間
約

1
0
0
0
件
。
病
院
か
ら
は
、
毎
日
の
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
が
町
に
飛
び
出
し
て
い
く
。

　
「
町
は
大
き
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
│
│
同
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

 

「『
家
庭
の
ベ
ッ
ド
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
、
町

の
道
路
は
病
院
の
廊
下
』
と
い
う
合
い
言
葉

も
あ
り
ま
す
（
笑
）。
ど
ち
ら
も
私
が
提
唱

し
た
わ
け
で
な
く
、
長
年
、
日
常
的
に
言
わ

れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
病
院
か
ら
、
医
師
や

看
護
師
が
出
て
行
く
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

れ
ば
、
家
庭
は
老
健
に
も
な
る
し
、
特
養
に

も
な
る
。
そ
れ
ら
の
言
葉
は
、
病
人
は
病
院

だ
け
が
診
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
の
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
が
、
町
全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る

証
で
も
あ
り
ま
す
」

■
日
南
町
で
展
開
さ
れ
て
い
る
先
進
地
域
医

療
は
、
い
つ
か
大
都
市
で
の
医
療
モ
デ
ル
に

な
る
と
高
見
氏
は
確
信
を
持
つ
。

 

「
超
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
地
域
で

起
き
て
い
る
医
療
問
題
が
い
つ
か
都
市
の
問

題
に
な
る
の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
。
そ

の
と
き
、
日
南
町
で
何
が
行
わ
れ
て
い
た
か

は
大
い
に
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

大
都
市
で
生
ま
れ
た
も
の
を
地
方
に
伝
播
さ

日
南
町
の
成
功
は

必
ず
大
都
市
で
の
医
療
モ
デ
ル
に
。

訪問診療をする高見徹氏と看護師、ドライバーの方

日南町国民健康保険日南病院の
見学などのお問い合わせ先

〒689-5211
鳥取県日野郡日南町生山511-7
TEL：0859-82-1235／FAX：0859-82-1341

日南町国民健康保険日南病院 

病院見学者は高見氏の訪問診療に同行することで単なる「地域の
医療」と総力戦の「地域医療」の違いを知る

17 



材をしてみると、鳥取大学医学部には、附属

病院が引き継ぐ鳥取県立病院米子支部病院

（1893年）と、終戦間際に官立医学専門学校として

誕生し、そのまま終戦後の医療復興を担うことになった

米子医学専門学校（1945年）の伝統が合流した、

たおやかな歴史の流れがありました。

　同大学からは、ネパールの医療に貢献し同国国

民から「ネパールの赤ひげ」と慕われ、アジアのノー

ベル賞と呼ばれるマグサイサイ賞を受賞した元神戸

大学医学部教授／岩村昇氏、現在、総合診療科

の旗手と評される千葉大学医学部附属病院総合診

療部教授／生坂政臣氏、日本の iＰＳ細胞研究にお

いて京都大学教授／山中伸弥氏との強力なパートナ

ーシップが注目される鳥取大学大学院医学系研究

科教授／押村光雄氏など、大きな名声を得た人物、

時代を牽引する人材が多数輩出されています。

　残念なのは、そのような誇るべき歴史、輩出された

人材について、あまりに情報が発信されていない点で

す。功績を大声で吹聴しない、鳥取県民の謙虚な県

民性のせいもあるのでしょうが、鳥取の医療のすばらし

さは、もっと広く発信されてしかるべきでしょう。

　『KLINIKOS』発刊を通して、鳥取県で医療に

従事する誇りや鳥取県で医療を学ぶメリットを、ひとり

でも多くの医師にお伝えできれば、それに勝る喜びはあ

りません。

取

『KLINIKOS』冬号の
編集を終えて
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